










要約 

未熟児網膜症の実験モデルとしてビーグル犬の酸素誘導網膜症を作製し,眼底病変の自然

経過を検討した。軽度のものでは網膜血管の拡張と蛇行,境界線の形成や網膜内出血が見ら

れ,多くは自然に治癒した。網膜血管の発芽病変は血管の先端部のみならず後極部も含め広

い範囲に認められ,硝子体出血を多く伴っていた。これらも大部分は自然に治癒したが,一

部では線維組織や網膜変性を残した。さらに硝子体血管にも増殖病変が出現した。 


